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理数科断層班がＳＳＨ研究発表会で奨励賞 

湧き水を用いて鯖江断層の規模とルートを探る
福井県立武生高等学校

はじめに
福井市南部から越前市にかけて伸びる鯖江断層は、地震の空白域に存在し、規模や鯖江市舟津町

のサンドーム以南のルートが確定していない活断層である。私たちは、この断層に関して、「湧き水」を中心に調査を
行うことで、規模やルートの推測を行った。
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研究目的

湧き水に注目して、水温とフッ化物イオン濃度を測定
することで、鯖江断層の規模とルートを調べる。

湧き水に注目した理由

・断層があると破砕帯を通り
伏流水が湧き出しやすい。
・断層が地下深くに達してい
ると、深層水が上昇しやす
くなる。

・断層のルートを推測する手がかりとなる。
・深層水に特徴的な成分の濃度を調べる
ことで、地下の断層の規模を推測できる。

鯖江断層のルート

推測されるルート

越前市村国山の
「お助けの清水」

「お助けの清水」は地
表付近の水ではない。

中道院の湧き水

2018年11月２日の紀伊
水道を震源とする地震
後、池中央部の割れ目
から水が湧き出すよう
になった。

フッ化物イオン濃度
は、比較した伏流水
と比べて非常に高い。

フッ化物イオン････地表付近には少なく、
深層水に多く含まれる。

● 福井市南部から越前市にかけて南北に伸びる長さ約20ｋｍの逆断層。
● 最新活動は500～3000年前と考えられ、以後の活動記録はない。
● 福井市三十八社町から鯖江市舟津町(サンドーム付近) にかけてのルートがほぼ解明されている。
● 断層が越前市村国山を通り、越前市畑町付近まで伸びていることが提唱されている(坂口,ほか,2017)。

地図中の写真の区分

土地の段差

湧き水および湧水地跡

比較に用いた伏流水

・中道院の湧き水の起源と直下を通る断層
の破砕帯の規模を調べる。
・鯖江断層が越前市村国山を通過している
ことを確認する。

重点課題

気温と湧き水の水温の測定結果（2019）

水温はほぼ
一定

池の湧き水は
地表付近の水
ではない。

（横軸は調査日）

池の湧き水には地下
の深層水が含まれる。

湧き水（地下水）中のフッ化物イオン濃度

中道院の直下を通る鯖江断層の破砕
帯は、地下深部に達する規模である。

気温と湧き水の水温の測定結果

湧き出す水

中道院 御手洗池

（横軸は調査日）

水温はほぼ一定

「お助けの清水」のフッ化物イオン濃度

比較した伏流水

比較した伏流水

フッ化物イオン濃度
は、比較した伏流水
と比べ高い。

「お助けの清水」には
地下の深層水が含ま
れる。

鯖江断層は越前市村国山を通過して
いる。

村国山

お助けの清水

○印の湧き水を
調査

考察

鯖江断層周辺の地震の空白域
（岡本,ほか,2010より引用）

・中道院直下を通る鯖江断層の破砕帯は、

地下深部に達する規模である。

・中道院では、池の下のわずかな岩盤の動

きで生じた割れ目が、鯖江断層の破砕帯に

つながり、破砕帯を通って上昇してきた深
層水が、伏流水に混じって湧き出したと考

えられる。

・鯖江断層は越前市村国山を通過していると
考えられる。

・「お助けの清水」のフッ化物イオン濃度が、

中道院の湧き水と比べて低いことから、「お
助けの清水」から少し離れたところに破砕

帯が存在すると推測できる。
お助けの清水

今後の課題

・村国山で鯖江断層の通過場所を特定する。
・サンドーム以南のルートを推定するための
証拠を発見する。
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スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（文部科学省、科学技術振興機構主催）が

8月 7日～28日にオンラインで開催されました。全国 222校が参加する中、本校理数科 3年断

層班が 7位～12位に相当する「奨励賞」を受賞しました。 

 断層班は、わき水を用いて鯖江断層の規模とルートを探る研究を発表。「すりばちやいと」

で有名な鯖江市の中道院のわき水と越前市村国の「お助けの清水」に注目し、継続的な水温計

測などを行いました。 

 この研究の目的には、「断層を中心とした一帯は地震活動の空白域として注目されている。

そこで、この不明な部分を少しでも解明し、防災対策に繋げていきたいと考えた。」とあり、

地域に根ざした研究という意味でも、今後も研究の継続が期待されます。 

～ 発 表 者 の 感 想 ～ 

研究で有意義な時間を過ごすことができ、今後に生かしたいと思う（島田さん）。地震につ

いて興味を持つことができ、今後の防災対策についても考えたい（市橋さん）。活断層は私

たちの身近にあり、いつ大きな地震が起きてもおかしくないと伝えることで、地域の方々の

防災意識向上に繋げたい（加賀川さん）。私たちの活動を通して断層の存在を知ってもら

い、みんなの防災意識を高めたい（石塚さん）。湧き水と断層の関係を追及することで、ル

ートの一部を解明していくのが楽しかった（入江さん）。断層をめぐっての山歩きは初めて

のことで楽しい経験だった（角木さん）。フッ化物イオン濃度に着目し鯖江断層の規模やル

ートを調べる研究が自分にとっても有意義な経験となりうれしい（北尾さん）。 
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